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特集
　

二
〇
一
〇
年
二
月
二
八
日
か
ら
三
月
一

日
に
日
付
が
変
わ
る
深
夜
零
時
、
タ
イ
に

お
い
て
隣
国
三
カ
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
か
ら
の
移
民
労
働
者
一

三
一
万
五
九
三
二
人
の
労
働
許
可
が
一
斉

に
失
効
し
た
。丁
度
そ
の
日
は
万
仏
節（
タ

イ
陰
暦
三
月
の
満
月
の
日
に
釈
迦
の
弟
子

一
二
五
〇
人
が
何
の
前
触
れ
も
な
し
に
集

ま
っ
た
こ
と
を
祝
う
祭
り
）。
夜
空
に
輝

く
満
月
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
調
査

で
出
会
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
た
ち
が
思
い

出
さ
れ
、
彼
ら
は
失
効
す
る
労
働
許
可
を

更
新
で
き
た
か
案
じ
ら
れ
た
。
更
新
で
き

な
け
れ
ば
強
制
退
去
。　
　

こ
の
日
タ
イ

の
移
民
労
働
者
政
策
は
大
き
な
節
目
を
迎

え
た
。
そ
れ
は
こ
の
二
年
間
タ
イ
に
滞
在

し
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ
イ
へ
の
流
入
人
口

に
関
す
る
法
制
度
を
調
査
し
て
き
た
私
自

身
に
と
っ
て
特
筆
す
べ
き
日
で
あ
っ
た
。

　

直
後
の
タ
イ
労
働
省
発
表
で
は
、
こ
の

期
日
迄
に
労
働
許
可
を
更
新
し
た
者
は
前

述
の
人
数
の
約
半
分
に
す
ぎ
な
い
。
三
月

三
日
の
新
聞
に
は
「
移
民
労
働
者
五
〇
万

人
強
制
退
去
か
」
の
見
出
し
が
躍
っ
た
。

● 

隣
国
三
カ
国
か
ら
の
移
民
労
働
者
に

対
す
る
こ
れ
ま
で
の
労
働
許
可
制
度

　

北
西
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
、東
北
に
ラ
オ
ス
、

東
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
国
境
を
接
す
る
タ
イ

へ
、
経
済
格
差
や
地
勢
上
の
理
由
が
相

俟
っ
て
、
こ
れ
ら
隣
国
三
カ
国
か
ら
流
入

す
る
移
民
労
働
者
が
後
を
絶
た
な
い
。
タ

イ
で
は
そ
の
経
済
成
長
に
比
し
国
内
の
若

年
労
働
者
が
確
保
で
き
ず
、
特
に
労
働
条

件
の
悪
い
農
業
、
漁
業
、
水
産
加
工
業
、

製
造
業
、
建
設
業
そ
し
て
家
内
労
働
に
お

い
て
、
移
民
労
働
者
に
対
す
る
需
要
が
高

い
。
タ
イ
の
人
口
約
六
六
〇
〇
万
、
労
働

力
人
口
約
三
八
〇
〇
万
。
タ
イ
政
府
が
公

式
に
把
握
す
る
隣
国
三
カ
国
か
ら
の
労
働

者
数
は
約
一
四
〇
万
人
、
非
公
式
に
そ
の

同
数
が
い
る
と
い
わ
れ
る
。
な
か
で
も

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
は
、
国
内
政
治
要
因
も

重
な
り
越
境
者
が
多
く
、
隣
国
三
カ
国
か

ら
の
労
働
者
の
八
割
を
占
め
、
非
公
式
に

は
二
〇
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
る
。
タ
イ
経

済
の
底
辺
は
彼
ら
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
。

　

タ
イ
政
府
は
、
過
去
二
〇
年
間
、
年
々

増
加
す
る
隣
国
三
カ
国
か
ら
の
移
民
労
働

者
を
、
時
々
の
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
、
登

録
さ
せ
労
働
許
可
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り

管
理
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
れ
は
タ
イ

領
内
に
す
で
に
不
法
に
入
国
し
滞
在
し
就

労
し
て
い
る
移
民
労
働
者
を
把
握
す
る
た

め
の
、
い
わ
ば
現
状
肯
定
、
後
手
の
管
理

政
策
で
あ
っ
た
。

　

タ
イ
の
移
民
労
働
者
政
策
の
根
拠
法

は
、
一
九
七
九
年
入
国
管
理
法
お
よ
び
一

九
七
八
年
外
国
人
雇
用
法
で
あ
る
。
入
国

管
理
法
は
、
旅
券
や
査
証
な
く
不
法
に
入

国
し
た
者
を
、処
罰
し
強
制
退
去
と
す
る
。

し
か
し
そ
の
第
一
七
条
に
規
定
さ
れ
た
内

務
大
臣
の
裁
量
に
よ
り
、
不
法
移
民
労
働

者
は
登
録
を
す
れ
ば
特
別
な
場
合
と
し

て
、
タ
イ
で
の
滞
在
を
認
め
ら
れ
る
し
く

み
が
つ
く
ら
れ
た
。
ま
た
外
国
人
雇
用
法

は
、
農
業
、
建
設
な
ど
を
含
む
一
般
の
労

働
へ
の
外
国
人
の
就
労
を
禁
止
し
て
い

る
。
し
か
し
、同
法
第
一
二
条
に
よ
っ
て
、

隣
国
三
カ
国
か
ら
の
移
民
労
働
者
の
雇
用

を
特
定
の
業
種
に
お
い
て
一
時
的
に
認
め

る
と
い
う
運
用
が
な
さ
れ
た
。
い
わ
ば
特

例
と
し
て
、
入
管
法
上
は
不
法
入
国
・
不

法
滞
在
で
あ
り
な
が
ら
、「
半
合
法
的
」

移
民
労
働
者
の
雇
用
が
制
度
化
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
移
民
労
働
者
の
雇
用
は

暫
定
的
と
い
う
前
提
に
立
つ
た
め
、
年
々

の
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
、
労
働
許
可
有
効

期
間
は
二
年
で
あ
っ
た
り
半
年
で
あ
っ
た

り
、
新
規
登
録
者
を
受
け
付
け
た
り
、
既

存
の
者
の
更
新
し
か
認
め
な
か
っ
た
り
で

あ
っ
た
。
手
続
の
複
雑
さ
、
費
用
の
高
さ

や
実
態
と
の
乖
離
の
た
め
、
実
効
性
は
失

わ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
登
録
し
た
一
二
八

万
四
九
二
四
人
を
ピ
ー
ク
と
し
、
二
〇
〇

八
年
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
の
は
そ
の
三
分

の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

● 

移
民
労
働
者
に
「
国
籍
証
明
」
を

求
め
る
新
制
度

　

政
府
が
把
握
で
き
な
い
不
法
移
民
労
働

者
は
国
家
安
全
保
障
、
保
健
衛
生
、
社
会

保
障
上
な
ど
タ
イ
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
と
し
て
、
タ
イ
政
府
は
、
積
年
の
懸
案

で
あ
る
不
法
移
民
労
働
者
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
半
合
法
的
」
移

民
労
働
者
で
は
な
く
、
完
全
に
合
法
の
移

民
労
働
者
の
み
を
受
け
入
れ
る
政
策
を
打

ち
出
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
二
月
に
改
正
施
行
さ
れ
た

外
国
人
雇
用
法
下
で
は
、
隣
国
三
カ
国
か

ら
の
移
民
労
働
者
は
、
各
国
の
労
働
省
同

士
を
窓
口
と
し
て
斡
旋
、
雇
用
さ
れ
る
者

の
み
が
タ
イ
に
入
国
し
就
労
で
き
る
。
新

制
度
下
の
移
民
労
働
者
は
、
出
身
国
政
府

発
行
の
旅
券
を
も
ち
タ
イ
政
府
か
ら
査
証

の
発
給
を
受
け
、
タ
イ
の
入
管
法
上
も
合

法
に
入
国
、
滞
在
、
就
労
す
る
。

　

こ
の
新
制
度
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

最
大
の
問
題
は
既
に
タ
イ
に
不
法
入
国
、

不
法
滞
在
、
不
法
就
労
し
て
い
る
移
民
労

働
者
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。
前
述
し
た

こ
れ
ま
で
の
登
録
・
労
働
許
可
制
度
で
は
、

移
民
労
働
者
は
出
身
国
政
府
発
行
の
旅
券

や
身
分
証
を
も
た
ず
、
た
と
え
ば
自
ら
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
と
名
乗
れ
ば
そ
れ
で
足
り

転
換
期
を
迎
え
る
タ
イ
の
移
民
労
働
者
政
策

―
―

合
法
と
非
合
法
の
間
で

山
田
美
和
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転換期を迎えるタイの移民労働者政策――合法と非合法の間で

た
。
し
か
し
国
家
安
全
保
障
上
の
懸
念
か

ら
、
移
民
労
働
者
の
出
自
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
「
国
籍
証
明

手
続
」
で
あ
る
。
タ
イ
政
府
は
、
隣
国
三

カ
国
と
の
取
り
決
め
に
も
と
づ
き
、
タ
イ

に
す
で
に
滞
在
し
就
労
し
て
い
る
移
民
労

働
者
に
、
出
身
国
政
府
か
ら
国
籍
を
証
明

し
て
も
ら
い
旅
券
（
タ
イ
国
だ
け
で
通
用

す
る
）
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
タ
イ
政
府

か
ら
査
証
を
受
け
る
よ
う
求
め
た
。
つ
ま

り
、
タ
イ
政
府
と
し
て
は
、
現
在
タ
イ
領

内
に
す
で
に
滞
在
し
就
労
し
て
い
る
「
半

合
法
的
」
移
民
労
働
者
を
こ
の
手
続
に

よ
っ
て
完
全
に
合
法
化
（
入
管
法
上
も
）

す
る
企
図
で
あ
る
。
タ
イ
政
府
は
、
既
存

の
移
民
労
働
者
の
国
籍
証
明
に
よ
る
合
法

化
手
続
の
期
限
を
二
〇
〇
八
年
外

国
人
雇
用
法
の
施
行
か
ら
二
年
後

と
定
め
た
。
つ
ま
り
二
〇
一
〇
年

二
月
二
八
日
を
も
っ
て
こ
れ
ま
で

の
「
半
合
法
的
」
労
働
許
可
制
度

は
終
了
す
る
算
段
で
あ
っ
た
。

　

有
効
な
労
働
許
可
を
す
で
に
も

つ
者
だ
け
が
国
籍
証
明
手
続
に

よ
っ
て
合
法
化
さ
れ
る
。
タ
イ
政

府
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
、
不
法

移
民
労
働
者
に
最
後
の
登
録
・
労

働
許
可
申
請
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
と
し
て
、
す
で
に
労
働
許
可
を

持
つ
者
の
更
新
だ
け
で
な
く
、
産

業
界
か
ら
の
強
い
要
請
も
あ
り
、

労
働
許
可
を
持
た
な
い
者
の
新
規

の
登
録
も
受
け
付
け
た
。つ
ま
り
、

タ
イ
に
い
る
隣
国
三
カ
国
か
ら
の
す
べ
て

の
移
民
労
働
者
に
対
し
、
二
〇
一
〇
年
二

月
二
八
日
ま
で
に
国
籍
証
明
に
よ
る
合
法

化
手
続
を
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
前
提
と

な
る
登
録
・
労
働
許
可
取
得
を
促
し
た
の

だ
。
そ
の
結
果
、
最
終
的
に
登
録
手
続
を

締
め
切
っ
た
時
点
で
労
働
許
可
取
得
者
数

は
こ
れ
ま
で
の
最
多
一
三
一
万
五
九
三
二

人
。
タ
イ
に
お
け
る
隣
国
三
カ
国
か
ら
の

移
民
労
働
者
数
が
よ
う
や
く
顕
在
化
し

た
。
彼
ら
の
労
働
許
可
の
有
効
期
限
は
す

べ
て
二
〇
一
〇
年
二
月
二
八
日
。
そ
の
日

以
降
タ
イ
に
滞
在
し
就
労
し
続
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
同
日
ま
で
に
国
籍
証
明
手
続

を
完
了
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

● 

国
籍
証
明
手
続
に
進
め
な
い
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者

　

国
籍
証
明
に
よ
る
合
法
化
の
手
続
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
出
身
者
に
つ
い
て

は
二
〇
〇
六
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
両

国
は
タ
イ
領
内
に
係
官
を
派
遣
し
、
自
国

出
身
者
が
国
境
を
越
え
て
帰
国
し
な
く
と

も
、
自
国
政
府
発
行
の
文
書
を
受
け
取
れ

る
よ
う
に
し
た
。タ
イ
労
働
省
に
よ
れ
ば
、

国
籍
証
明
に
よ
る
合
法
化
手
続
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
と
ラ
オ
ス
人
に
つ
い
て
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
移
民
労
働
者
数
最
多
で
あ
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
昨
年

七
月
に
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
国
籍
証

明
に
よ
る
合
法
化
手
続
を
完
了
し
た
者
は

昨
年
一
一
月
末
時
点
で
五
〇
〇
〇
人
に
も

満
た
な
か
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
労
働

許
可
保
持
者
約
一
〇
八
万
人
に
対
し
て
こ

の
僅
少
の
数
字
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
国

籍
証
明
に
よ
る
合
法
化
手
続
が
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
現
実
を
如
実
に
表
し
て
い

た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
の
国
籍
証

明
手
続
が
進
ま
な
い
最
大
の
理
由
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
自
国
領
内
ま
で
戻
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
移
民
労
働
者
は
国
籍
証
明
申
請
書

を
雇
用
主
経
由
で
タ
イ
労
働
省
に
提
出

し
、
外
交
ル
ー
ト
で
申
請
書
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
に
送
ら
れ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
は
申
請
事
項
に
つ
い
て
国
内
で
照
会
を

と
り
、
国
籍
を
確
認
で
き
た
者
の
名
前
を

外
交
ル
ー
ト
で
タ
イ
政
府
に
伝
え
る
。
タ

イ
労
働
省
か
ら
雇
用
主
経
由
で
通
知
を
受

け
た
労
働
者
は
、
旅
券
を
発
行
し
て
も
ら

う
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
で
あ
る
タ
チ
レ

ク
、
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
、
コ
ー
タ
ン
の
三
カ
所

の
い
ず
れ
か
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た

と
え
ば
タ
イ
の
県
別
で
最
多
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
移
民
労
働
者
を
擁
す
る
バ
ン
コ
ク

（
二
〇
〇
九
年
三
月
時
点
で
登
録
者
約
二

七
万
人
）
や
同
二
位
の
サ
ム
ッ
ト
サ
コ
ー

ン
県
（
同
一
六
万
人
）
で
働
く
者
に
と
っ

て
上
記
の
三
カ
所
へ
の
往
復
は
、
時
間
と

コ
ス
ト
が
か
か
る
。
の
み
な
ら
ず
移
動
の

途
中
に
警
察
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
や
逮
捕
の

可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
数
百
人
単
位
で
移

民
労
働
者
を
抱
え
る
雇
用
者
に
と
っ
て
、

多
く
の
労
働
者
が
数
日
間
で
も
職
場
を
離

れ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
く
、
ま
た
職
場

を
離
れ
た
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
可
能
性
も

あ
り
、
手
続
に
協
力
し
な
い
雇
用
者
も
多

い
。
第
二
の
理
由
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府

の
措
置
が
不
透
明
と
い
う
点
で
あ
る
。
身

元
が
判
明
す
る
こ
と
に
よ
り
タ
イ
で
の
就

労
が
発
覚
し
、
本
人
や
出
身
地
に
残
る
家

族
に
裁
量
的
な
課
税
が
課
さ
れ
た
り
、
不

法
出
国
の
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
り
、
係
官
か

ら
金
銭
を
要
求
さ
れ
た
り
嫌
が
ら
せ
を
受

け
た
り
す
る
と
い
う
噂
が
後
を
絶
た
な

い
。
時
間
、
コ
ス
ト
そ
し
て
手
続
の
複
雑

さ
、
不
透
明
さ
か
ら
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
暗

躍
す
る
余
地
が
大
き
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
発
行
の
三
年
間
有
効
の
旅
券
は
三
〇
〇

〇
チ
ャ
ッ
ト
（
約
一
〇
〇
バ
ー
ツ
）、
タ

ラノン港に停泊し漁の網を補修するミャンマー人船員（筆者撮影）
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特集
イ
政
府
発
行
の
二
年
間
有
効
の
査
証
は
五

〇
〇
バ
ー
ツ
、
た
と
え
ば
バ
ン
コ
ク
か
ら

メ
ー
ソ
ッ
ト
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
ミ
ャ
ワ

デ
ィ
と
向
き
合
う
国
境
の
街
）
ま
で
の
バ

ス
代
は
往
復
約
五
〇
〇
バ
ー
ツ
で
あ
る

が
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
要
求
す
る
額
は
八
〇

〇
〇
バ
ー
ツ
と
も
二
万
バ
ー
ツ
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と
対
立
す
る
少
数
民

族
は
、
そ
も
そ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か
ら

国
籍
証
明
な
ど
受
け
た
く
な
い
と
の
思
い

が
あ
る
。
国
籍
取
得
は
本
来
な
ら
ば
国
際

人
権
法
上
、
個
人
の
権
利
で
あ
る
。
し
か

し
、
タ
イ
が
そ
の
政
策
と
し
て
、
国
内
に

い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
に
自
国

に
戻
り
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か
ら
国
籍
証
明

を
受
け
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
で
き
な
い
者
に
と
っ
て
は
拷
問
で
し
か

な
い
。
国
籍
証
明
手
続
に
進
め
な
い
者
の

中
に
は
、
政
治
的
難
民
と
認
定
さ
れ
う
る

者
も
い
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
国
籍
証
明
を

申
請
し
た
が
自
国
政
府
か
ら
証
明
を
拒
否

さ
れ
た
者
は
、
無
国
籍
者
と
な
る
。
国
籍

証
明
手
続
と
今
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
総
選
挙
と
の
関
係
も
無
視

で
き
な
い
。

● 

国
籍
証
明
完
了
期
限
の
延
期
は
延

期
に
あ
ら
ず

　

現
行
の
労
働
許
可
は
二
〇
一
〇
年
二
月

二
八
日
に
す
べ
て
失
効
。
労
働
許
可
を
も

つ
一
三
一
万
人
の
移
民
労
働
者
は
、
そ
の

日
ま
で
に
国
籍
証
明
に
よ
る
合
法
化
手
続

を
完
了
し
な
け
れ
ば
強
制
退
去
。し
か
し
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
の
現
状
を
み

れ
ば
、
期
日
ま
で
の
手
続
完
了
は
非
現
実

的
で
あ
っ
た
。憂
慮
さ
れ
る
事
態
を
前
に
、

移
民
労
働
者
を
支
援
す
る
N
G
O
や
学
識

者
ら
は
タ
イ
政
府
に
対
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
が
タ
イ
国
内
で
国
籍
証
明
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
移
民
労
働
者
に
正

確
な
情
報
を
提
供
し
、
国
籍
証
明
手
続
に

関
す
る
費
用
を
過
度
に
請
求
し
よ
う
と
す

る
雇
用
者
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
か
ら
移
民
労
働

者
を
保
護
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
、
労
働

許
可
が
な
い
た
め
国
籍
証
明
に
進
め
な
い

移
民
労
働
者
の
新
た
な
登
録
手
続
を
受
け

付
け
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
た
。

　

一
月
一
九
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労

働
者
の
国
籍
証
明
手
続
が
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
現
状
を
反
映
し
て
か
、
二
月
二
八

日
の
期
限
を
二
年
後
に
延
長
す
る
こ
と
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
二
〇
一
二
年

二
月
二
八
日
ま
で
に
す
べ
て
の
移
民
労
働

者
は
国
籍
証
明
を
完
了
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
。

　

国
籍
証
明
完
了
ま
で
に
二
年
間
の
猶
予

が
与
え
ら
れ
は
し
た
が
、
移
民
労
働
者
た

ち
は
、
引
き
続
き
タ
イ
に
滞
在
し
就
労
し

続
け
る
た
め
に
は
、
二
〇
一
〇
年
二
月
二

八
日
に
失
効
す
る
労
働
許
可
を
更
新
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
要
件
と

し
て
、
国
籍
証
明
申
請
書
の
提
出
が
求
め

ら
れ
る
。
二
月
一
九
日
労
働
省
内
に
出
さ

れ
た
実
務
指
示
に
よ
れ
ば
、
移
民
労
働
者

は
労
働
許
可
更
新
申
請
の
際
に
、
国
籍
証

明
申
請
書
を
す
で
に
提
出
し
た
か
、
も
し

く
は
未
提
出
だ
が
三
月
三
一
日
ま
で
に
提

出
す
る
か
の
い
ず
れ
か
の
項
を
選
択
す

る
。
そ
の
下
に
は
警
告
と
し
て
、
期
限
ま

で
に
国
籍
証
明
申
請
書
を
提
出
で
き
な
け

れ
ば
滞
在
は
認
め
ら
れ
ず
即
時
強
制
退
去

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

タ
イ
政
府
に
対
し
国
籍
証
明
手
続
の
見

直
し
を
求
め
る
強
い
要
請
も
む
な
し
く
、

労
働
許
可
失
効
日
で
あ
る
二
月
二
八
日
を

迎
え
た
。

　

三
月
一
五
日
現
在
発
表
さ
れ
た
数
字
を

見
る
と
、労
働
許
可
を
更
新
で
き
た
者（
つ

ま
り
国
籍
証
明
完
了
、
ま
た
は
申
請
中
で

あ
る
者
）
は
、
九
〇
万
六
九
五
六
人
。
労

働
許
可
を
持
っ
て
い
て
本
来
更
新
す
べ
き

人
数
か
ら
、更
新
で
き
た
人
数
を
引
く
と
、

四
〇
万
八
九
七
六
人
。
い
ま
だ
更
新
で
き

て
い
な
い
彼
ら
は
、
三
月
三
一
日
ま
で
に

国
籍
証
明
申
請
書
を
出
せ
な
け
れ
ば
、
労

働
許
可
は
更
新
さ
れ
ず
非
合
法
と
な
り
、

今
後
合
法
化
の
道
は
な
い
。
タ
イ
政
府
は

過
去
最
多
の
一
三
一
万
五
九
三
二
人
の
労

働
許
可
保
持
者
を
把
握
し
な
が
ら
、
本
年

二
月
二
八
日
の
期
限
を
断
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
約
四

〇
万
人
を
切
り
捨
て
る
結
果
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
ま
た
国
籍
証
明
申
請
書
の
提
出
を

条
件
に
労
働
許
可
更
新
が
で
き
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
は
七
二
万
六
二
三
九
人
で
あ
る

が
、
今
後
二
年
間
に
そ
の
う
ち
ど
れ
だ
け

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
実
際
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
に
国
籍
を
証
明
さ
れ
、
自
国
に
戻
っ

て
旅
券
を
取
得
し
、
査
証
を
も
っ
て
タ
イ

に
合
法
に
再
入
国
・
就
労
す
る
の
か
。
タ

イ
政
府
が
把
握
す
る
合
法
移
民
労
働
者
の

数
字
は
櫛
の
歯
が
欠
け
て
い
く
よ
う
に
少

な
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

●
把
握
さ
れ
な
い
数
字
の
裏
で

　

サ
ム
ッ
ト
サ
コ
ー
ン
県
マ
ハ
チ
ャ
イ

は
、バ
ン
コ
ク
か
ら
南
西
に
約
三
〇
キ
ロ
、

シ
ャ
ム
湾
ま
で
二
キ
ロ
と
い
う
タ
ー
チ
ン

タイにおける隣国3ヵ国からの移民労働者数（2010年3月15日現在）

出身国

労 働 許 可
（2010年2月
28日 失 効 ）
保持者数

労働許可更新申請者数 更新申請者数/
失効する労働
許可保持者数国籍証明申請書

提出者数
国籍証明手続
完了者数 合計

ミャンマー 1,079,991 726,239 14,059 740,298 68.5％

ラオス 111,039 38,176 49,026 87,202 78.5％

カンボジア 124,902 38,023 41,433 79,456 63.6％

合計 1,315,932 802,438 104,518 906,956 68.9％

（出所）タイ労働省資料
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転換期を迎えるタイの移民労働者政策――合法と非合法の間で

河
口
に
位
置
す
る
漁
業
と
水
産
加
工
業
の

集
積
地
で
あ
る
。
そ
の
漁
業
、
水
産
加
工

業
の
労
働
者
の
多
く
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
で

あ
り
、
公
式
に
は
約
一
六
万
人
、
非
公
式

に
は
約
そ
の
二
倍
の
人
数
が
い
る
と
い
わ

れ
、
タ
イ
の
警
察
は
当
地
を
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
首
都
と
揶
揄
す
る
。

　

水
産
加
工
工
場
で
働
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

か
ら
話
を
聞
く
と
、
長
時
間
労
働
、
低
賃

金
（
一
日
の
法
定
最
低
賃
金
二
〇
三
バ
ー

ツ
以
下
）、
劣
悪
な
労
働
環
境
（
衛
生
、

タ
イ
人
と
の
関
係
な
ど
）
に
も
ま
し
て
、

彼
ら
を
苦
境
に
陥
れ
る
の
は
労
働
許
可
証

の
問
題
だ
。
労
働
許
可
証
を
所
持
し
て
い

な
い
た
め
に
、
警
察
か
ら
逮
捕
さ
れ
た
り

罰
金
を
科
さ
れ
た
り
す
る
例
は
数
え
き
れ

な
い
。
労
働
許
可
を
も
っ
て
い
て
も
、
原

本
は
雇
用
主
が
管
理
し
労
働
者
は
コ
ピ
ー

だ
け
も
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
警
察
は

コ
ピ
ー
で
は
容
赦
し
な
い
。
ま
た
労
働
許

可
は
雇
用
先
が
位
置
す
る
郡
で
の
滞
在
し

か
認
め
な
い
の
で
、
同
じ
県
内
で
あ
っ
て

も
異
な
る
郡
へ
は
移
動
で
き
な
い
。
私
自

身
そ
の
境
界
道
路
に
待
ち
伏
せ
す
る
警
察

官
に
遭
遇
し
た
。
労
働
許
可
申
請
は
雇
用

主
が
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
工
場
に

よ
っ
て
は
、
各
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
裁
量
で

労
働
許
可
手
続
の
費
用
が
決
め
ら
れ
、
賃

金
か
ら
引
か
れ
て
い
る
（
本
来
な
ら
ば
三

八
〇
〇
バ
ー
ツ
で
済
む
も
の
を
五
〇
〇
〇

バ
ー
ツ
取
ら
れ
て
い
る
な
ど
）。
中
に
は

労
働
者
に
労
働
許
可
を
取
得
さ
せ
ず
、
工

場
の
寮
に
住
ま
わ
せ
、
そ
の
敷
地
内
は
警

察
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
工
場
主
と
警

察
が
結
託
し
て
い
る
例
も
聞
い
た
。
労
働

許
可
証
を
持
た
な
い
労
働
者
は
寮
か
ら
出

歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
労
働
許
可
制
度
が
歪
曲
、
悪
用
、
濫
用

さ
れ
て
き
た
様
が
容
易
に
見
て
と
れ
た
。

こ
の
現
状
に
さ
ら
に
複
雑
で
コ
ス
ト
の
か

か
る
不
透
明
な
国
籍
証
明
手
続
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
彼
ら
に
負
え
る
こ

と
で
は
な
い
。

　

沿
海
向
か
い
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
コ
ー
タ

ン
と
向
き
合
い
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
タ
イ
へ
の
移
民

労
働
者
の
主
要
な
入
国

ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ラ
ノ
ン
で
は
、
性
産
業
に

従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
る
一

〇
代
の
女
子
に
出
会
っ

た
。
雇
用
主
か
ら
労
働
許

可
証
を
作
る
か
ら
と
四
〇

〇
〇
バ
ー
ツ
を
取
ら
れ
て

い
た
。
架
空
の
職
種
で
年

齢
を
詐
称
し
て
作
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
彼

女
自
身
は
そ
の
労
働
許
可
を
見
た
こ
と
も

な
い
。
彼
女
は
明
ら
か
に
人
身
取
引
被
害

者
で
あ
っ
た
。

●
合
法
と
非
合
法
の
狭
間

　

タ
イ
の
移
民
労
働
者
政
策
は
、
目
下
の

と
こ
ろ
移
民
労
働
者
の
合
法
・
非
合
法
の

線
引
き
し
か
主
眼
に
な
い
。
し
か
し
、
合

法
に
な
る
か
非
合
法
に
な
る
か
の
違
い

は
、移
民
労
働
者
の
責
任
と
い
う
よ
り
も
、

現
に
彼
ら
を
雇
用
し
て
い
る
雇
用
者
側
の

責
任
が
大
き
い
。
そ
し
て
た
と
え
合
法
に

な
っ
た
と
し
て
も
そ
の
労
働
条
件
は
、
非

合
法
で
あ
る
の
と
変
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
搾

取
さ
れ
て
い
る
実
態
は
変
わ
ら
な
い
。
手

続
上
の
合
法
化
と
彼
ら
の
労
働
条
件
の
改

善
と
は
無
関
係
だ
か
ら
だ
。タ
イ
政
府
は
、

今
回
の
国
籍
証
明
手
続
で
合
法
の
移
民
労

働
者
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼

ら
の
権
利
強
化
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
加

入
に
つ
な
が
る
と
い
う
が
、
具
体
的
方
策

は
ま
だ
見
え
な
い
。

　

タ
イ
に
お
け
る
単
純
労
働
者
に
対
す
る

需
要
は
い
ま
だ
高
い
。
今
回
合
法
化
さ
れ

な
か
っ
た
労
働
者
の
不
足
分
は
、
政
府
間

チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
た
新
規
の
労
働
者
で
補

う
と
い
う
。
タ
イ
労
働
省
某
高
官
曰
く
、

「
浄
水
を
も
っ
て
濁
水
を
流
す
」
と
い
う

こ
と
ら
し
い
。
過
去
二
〇
年
に
わ
た
り
、

隣
国
三
カ
国
か
ら
の
移
民
労
働
者
を
利
用

し
て
経
済
発
展
を
謳
歌
し
て
き
た
タ
イ
政

府
は
、「
国
籍
証
明
手
続
」
を
求
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
却
っ
て
彼
ら
を
非
合
法
化
す

る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
を
保
護
す
る
責
務

が
あ
る
と
人
権
N
G
O
は
主
張
す
る
。
移

民
労
働
者
た
ち
は
自
ら
声
を
発
す
る
こ
と

も
で
き
ず
営
々
と
働
き
続
け
る
だ
け
だ
。

　

二
月
末
の
労
働
許
可
失
効
後
に
、
大
量

の
不
法
移
民
労
働
者
が
一
斉
に
強
制
退
去

さ
せ
ら
れ
る
と
噂
さ
れ
て
い
た
が
、
タ
イ

の
軍
や
警
察
は
目
下
、
反
政
府
デ
モ
へ
の

対
処
で
手
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
、
大
規
模
な

強
制
退
去
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
後
ろ
髪

を
引
か
れ
る
思
い
で
三
月
末
に
任
期
を
終

え
タ
イ
か
ら
日
本
に
戻
る
が
、
タ
イ
に
お

け
る
移
民
労
働
者
の
手
に
な
る
製
品
の
輸

入
者
で
あ
り
消
費
者
で
あ
る
日
本
人
の
ひ

と
り
と
し
て
、
私
の
調
査
研
究
は
終
わ
ら

な
い
。 

（
二
〇
一
〇
年
三
月
一
六
日
脱
稿
）

（
や
ま
だ　

み
わ
／
在
バ
ン
コ
ク
海
外
派
遣
員
）

マハチャイのえび皮むき工場で働くミャンマー人（筆者撮影）

ラノン港に陸揚げされた魚の選別作業をするミャンマー人（筆者撮影）




